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NEWS LETTER
長崎大学 ダイバーシティ推進センター

8月25日、琉球大学の喜納育江学長が“参加型対話会「平和と環
境」～戦後80年を経て 未来の地球のためにつなぐ～”にご登壇され
るため、ご来崎されました。開催前のお忙しい中お時間をいただき、
琉球大学の主幹リサーチ・アドミニストレーター山田典子様とともに
お迎えし、本学女性研究者との交流会を開催させていただきました。

ダイバーシティ推進学習プログラム SDセミナー

回 実施日時 実施方法 テーマ 講師 備考

第5回
9月1０日（水）

14:00-15:30
Zoom

仕事とライフイベントの両立セミナー
「仕事と育児の両立のために

～もがきながらひたすら走ってきた日々～」

早川 志麻先生
佐賀県在住公務員
２児の母

一般参加
OK

仕事とライフイベントの両立セミナー
今回は、仕事をしながら２人の子育てをされてきた早川先生より、乳幼児期の子育てと療育、

そして現在に至るまで、どのような社会資源を利用しながら仕事との両立をされてきたのか、
ワークライフバランスの実際をお伺いし、多くの方の学ぶ機会にしたいと考えています。
皆様のご参加をお待ちしています。 →お申し込みはこちらからどうぞ

国立総合大学で初の女性学長
琉球大学 喜納育江学長との女性研究者交流会

喜納学長は今年度国立総合大学で初の女性学長
に就任され、注目が集まっています。門脇知子ダイ
バーシティ推進センター長から本学の体制や取り組
みについてご説明した後、参加者からの質問に丁
寧に応えてくださいました。
女性学長が誕生した背景には、女性のみならず男

性教職員の支援者がいたことが大きいということ
です。現在の学内の雰囲気や地元での関心のあり
ようを伺い、周囲の方と学内全員で新しい環境を
作り上げていきたいというお考えに学ばせていた
だきました。後半は学長、森口理事、伊東理事にも
加わっていただき、昼食をとりながら歓談し、和や
かな時間となりました。
参加者一同、大変刺激を受ける機会となり、喜納

学長と山田様に感謝の気持ちでいっぱいです。

→お申し込みはこちらからどうぞ

回 実施日時 実施方法 テーマ 講師

第6回
１０月８日（水）

1４:00-1５:３0
Zoom アサーティブ・コミュニケーション

  NPO法人福岡ジェンダー研究所

    萬松恭代 先生

https://forms.office.com/r/2P2XZe41eh?origin=lprLink
https://forms.office.com/r/wrM6BAy4cA
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※2025年5月26日インタビュー
当時長崎大学病院 事務部総務課（専門職員）

『働き方改革の専門職員が7か月の育休を取ってみた！』
大学職員 大嶽さんの育休についてご紹介します。

周囲（同じ職場など）から反応はありましたか。

メディカル・ワークライフバランスセンターHPに掲載されている一部抜粋で
ご紹介しています。全編ご覧になりたい方はこちらからどうぞ

政策企画部政策企画課（主査）
大嶽有史さん

【日 時】 １１月14日(金)予約制
【利用対象】 長崎大学病院教職員
【場 所】 中央診療棟１階 面談室

メディカル・ワークライフバランスセンター隣
【申込先】 095-819-7979（内線7979）

メディカル・ワークライフバランスセンター

保健学科井口先生と、当センターワークライフバランス・コンシェルジュの２
人体制で個別に対応いたします。

介護の相談会（病院）を開催します

こちらQRコードより
お申込みください

文教おもやい保育園 園児募集

文教おもやい保育園では、園児を募集しています。
見学をご希望の方は、お気軽に
ダイバーシティ推進センターまで
お問い合わせ下さい。

※定員に達している場合がありますので、
事前にお問い合わせ下さい。

文教おもやい保育園HP

ダイバーシティに関わる研究を発展させていくことを目的に、その科学的知見を蓄
積し、広く公開する『長崎大学ダイバーシティ推進センター 研究紀要』を発行していま
す（毎年3月末刊行予定）。
投稿規定が一部改正されています。センターHPでご確認の上、ふるってご投稿くだ

さい。

＜投稿エントリー＞【締切：１０月末】
内容：氏名・所属・原稿種類・タイトル（仮）
提出先：omoyai_staff@ml.nagasaki-u.ac.jp

研究紀要Vol.4への投稿募集

長崎大学病院
メディカル・ワークライフバランスセンター コラボ企画

妻が妊娠して安定期に入った頃から「育児休業を取り

ます」という話を課内で公表はしていて、それに向けて
仕事の調整を進めていました。「長崎大学長が『男性育
休100％宣言』されていますし、取らせてください！」と
アピールしました。

当時の上司、池野静香課長からは「育児を頑張ってく
ださい！」と激励していただきました。他の課の方から
は「お前、すごいな！そんなに（長く）取るの！？」って言
われたりしました。男性の取得者は、これまで長くても2
か月くらいで、7か月は前例が無いため驚かれました。

https://nagasaki-ajisai.jp/news/26147/

	スライド番号 1
	スライド番号 2

